
-演奏-
金澤  攝 （かなざわ をさむ）

Carl Heinrich 
   Carsten Reinecke

Runde  [2025.2.15 - 4.28]  Piano

ルンデでは出演者のプレゼント等は受付にてお預かりいたしません。 そのお気持ちをチケットにかえて、ご家族、ご友人とお越しいただけましたらうれしく思います。 
『 花束よりチケットを 』

＊未就学児のご入場はお断りいたしております。

19:00 開演 （18:30 開場）
【チケットの申込はこちらから】  
https://dbf.jp/runde/r250215/

素描のライネッケ－補遺編 Ⅰ

[土]2025年2月15日

15:00 開演 （14:30 開場）
【チケットの申込はこちらから】  
https://dbf.jp/runde/r250308/

素描のライネッケ－補遺編 Ⅲ

[土]2025年3月8日
18:30 開演 （18:00 開場）
【チケットの申込はこちらから】  
https://dbf.jp/runde/r250428/

ライネッケ・献呈をめぐる巨匠たち

[月]2025年 4月28日

Halle Runde（名古屋市昭和区桜山町 1-21）

10:30 開演 （10:00 開場）
【チケットの申込はこちらから】  
https://dbf.jp/runde/r250216/

素描のライネッケ－補遺編 Ⅱ

[日]2025年 2月16日

事前申込み制 / 整理番号順入場
入場
無料

「令和6年能登半島地震・豪雨チャリティーコンサートⅡ」 
当日会場で募金を募ります。こちらからピアノ調律費用と演奏者旅費を控除した金額全額を珠洲市、輪島市、能登町へ寄附します。 

素描の
ライネッケ

－カール・ライネッケ（1824 -1910）生誕200年追加公演－



チケット販売　　 ブレイクカフェ （Halle Runde 1階）

小さな幻想曲集　Op .17（全15曲）／ポロネーズ　Op .21 ／イディールとパストラル－「ウィルヘルム・テル」Op .102より（ライネッケ自編）／
新しい楽譜帳（第1集）Op .107（全30曲）／ 24のエチュード　Op .121

4つの小品　Op .129 ／「100のトランスクリプション（1875）」より4曲（メンデルスゾーン，ライネッケ自編，ルビンシテイン，シューマン各1曲）／
「真面目さと愉しみ」－12のエチュードと12の舞曲　Op .145 ／新しい楽譜帳（第2集）Op .176（全30曲）／
「音楽子供園」Op .206　第7集「音はどのように物語るか」（全10曲）

20の新旧舞曲集　Op .228 ／ 5つのアルバムリーフ　Op .243 ／コルネリウス・グルリットのイニシャルに基づく12の小品　Op .262 ／
テニスンの「エノック・アーデン」によせる6つの音の絵　Op .267 ／少年少女のアルバム（1908　全20曲）

カール・グレーデナー（1812-1883）：オリジナル主題による変奏曲　Op .51 ／フランツ・ラッハナー（1803-1890）：組曲　Op .142（全４曲）／
ハンス・フーバー（1852-1921）：6つのエチュード（1903）

終演は各回の開演時間の2時間後を予定しています。

　2024年5月から10月にかけて、6回シリーズで行なった「ライネッケのピアノ音楽」は、この巨人の創作史を辿る前例のないスケー

ルの企画となっていた。

　各回の演奏時間は2時間を超え、ライネッケへの献呈作品群を除いても、60点余りの作品を延べ12時間かけて通演したことになる。

　しかし、この規模をもってしてもプログラムに入り切らない秀作は多かった。それらが恐らく今後も演奏されないことを考えると、

この機に乗じた補足コンサートのプランが生じてきた。

　これまでの選曲では、絵画に例えると油彩画のような重厚で色彩感ある作品を優先的に取り上げてきたように思う。一方で子供のた

めの小品集、教育的観点の曲集は無着色の線画やデッサンを想起させるものが多く、重きを置いていなかった。

　然るにシリーズ最終回において、最晩年の曲集「少年少女のアルバム」からの抜萃小品が予想外のインパクトをもたらしたことで、

こうした系列の作品を無視できないと認識した。この曲集は改めて全篇を紹介したい。

　今回の捕遺編は前回のシリーズより所要時間を20～30分短縮し、全3回、21曲でプログラムを組んだ。これら当初の計画では踏み

込めなかったライネッケのさらなる奥地に分け入ることで、作曲家の素顔や当時の空気感がより鮮やかに蘇えるに違いない。それでも

ピアノ作品の全曲網羅には程遠いのである。

　また、ライネッケとの献呈をめぐる周辺の巨匠たちの作品から、やはり時間の都合で先送りとなっていた大作3点で一回のコンサー

トを設定した。三人の作曲家は本来個別にプログラムを組むべき重要な存在ではあるが、彼らの本質を知る上で相応しい作品といえる

だろう。知られざる19世紀音楽史の層の厚さを実感させる内容である。

2024.12.12　金澤　攝

『 素描のライネッケ 』

＜素描のライネッケ－補遺編 Ⅰ＞　2025年2月15日

＜素描のライネッケ－補遺編 Ⅱ＞　2025年2月16日

＜素描のライネッケ－補遺編 Ⅲ＞　2025年3月8日

＜ライネッケ・献呈をめぐる巨匠たち＞　2025年4月28日


